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• MVNOは、インターネットへのGW部分のみ保有

• PGW/GGSN
– PDPを終端

– フレッツの「NTE」に相当

• PCRF/PCEF
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PCC

• Policy and Charging Control(PCC)
– 3GPP TS 29.212

• PCRF
– Policy and Charging Rules Function
– 実態はDiameter上のアプリケーション(DCCA)

• RFC4006 - Diameter Credit-Control Application

– IIJではDCCAを内製

• PCEF
– Policy and Charging Enforcement Function
– IIJが利用しているPCEFはPGW/GGSNのアドオン
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PCCの運用

• 障害事例

– サービスイン当日夜(2012/3/1)の障害…
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1.クーポン残量を管理
する外部DBとの通
信に異常

2.PCRFの応答劣化により、
PCEFとPCRF間の
Diameter peerがdown

3.接続障害発生

4.外部DBを参照せず、常にクーポンを
ONにするようDCCAを書き換えて
仮復旧

5.外部DBの通信を復帰させた後、
改めて全セッション切断し、正しい
ポリシーを再適用

外部DB
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LTEでIPv6

• IIJmioは、LTEによるIPv6接続に対応

• Android4以降のLTE端末(ex.Nexus6, Nexus5, G2 mini)が対応

– メーカーがIPv6を封じている場合は利用不可

– iPhoneは、現時点でIPv6利用不可
• 端末としてはIPv6対応しているが、MVNOにはIPv6を有効にさせるプロファイルを作成でき

ない

• APNタイプとして「IPv4v6」を設定する必要あり

– Nexus6では、ついに端末にプリセットされているIIJmioのAPNがIPv4v6に
– IPv6の利用率向上が期待される

• 2014/12/19時点でIPv6の利用率は1.97%
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トラフィック傾向

• POIのトラフィック傾向（IIJの場合）

– 平日の12～13時がピーク
• 総務省の調査では日本のモバイルトラフィックのピークは夜だが、IIJの場合は昼

– GW、お盆、年末年始はトラフィックが多い
• 帰省中の方が、帰省先や車の中でモバイルを利用している？

時刻

帯域

internet→利用者

利用者→internet
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MVNOの今後

• 参入事業者の更なる増加と他社との差別化の必要性

– しかし、（個人的には）MVNO同士の競争は既に終焉に向かっている感

• MNOとの健全な競争と棲み分けが今後のMVNOの鍵

• 今後のMVNOのキーワード3つ
– 「自由度」

– 「新規性」

– 「規模」
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IIJmio meetingの宣伝

• 四半期ごとに東京・大阪の2会場で開催している、MVNOサービスに
ついてざっくばらんにお話しするイベント

• 次回は2015/1/17（大阪会場）、1/24（東京会場）で開催予定

• 次回のプログラム

– トークセッション
1. みおふぉん教室「SIMフリースマホの選び方」

2. 「加速するMVNO政策」（総務省によるゲスト講演）

3. 「IIJmioの通信品質について」

– フリートーク
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